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～ 温 か い 拍 手 に 見 送 ら れ ～

◦第１回定例町議会を開催

◦５月から窓口で本人確認を実施

卒業生からのバトンタッチ

主な 内 容



平成２０年第１回度会町定例町議会は、去る３月５日から１３日にかけての９日間で開催され、
条例の改正案や当初予算案などについて審議し、それぞれ原案どおり可決・承認されました。

平
成
20
年
度
は
、
４
月
の
町
内

４
小
学
校
の
統
合
に
よ
る
度
会
小

学
校
の
発
足
、
南
中
村
保
育
所
の

中
之
郷
保
育
所
へ
の
統
合
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
発
足
な
ど
大

き
な
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

行
政
課
題
と
し
て
は
、
遊
休
施

設
と
な
る
小
学
校
お
よ
び
保
育
所

の
利
活
用
、
福
祉
医
療
費
制
度
の

見
直
し
、
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
事
業
の
導

入
、
農
地
荒
廃
防
止
対
策
と
し
て

の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
の
推
進
、

介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
、

第
３
次
行
政
改
革
実
施
計
画
の
推

進
な
ど
山
積
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
多
様
化
す
る
行
政
需
要

に
対
処
す
る
た
め
、
ま
ず
役
場
組

織
の
改
編
を
行
い
、
政
策
調
整
室

を
設
置
し
、
政
策
、
施
策
の
企
画

調
整
を
担
わ
せ
ま
す
。
ま
た
、
生

活
環
境
課
を
設
置
し
、
将
来
の
水

道
事
業
の
検
討
や
生
活
環
境
施
策

を
担
当
さ
せ
、
福
祉
保
健
課
が
担

当
し
て
い
る
戸
籍
、
年
金
保
険
事

務
を
税
務
課
に
担
わ
せ
、
税
務
住

町
長
提
案
説
明（
概
要
）

〜 

所　

信 

〜

民
課
と
し
ま
す
。
町
長
部
局
を
総

務
課
、
出
納
室
、
政
策
調
整
室
、

税
務
住
民
課
、
福
祉
保
健
課
、
生

活
環
境
課
、
産
業
建
設
課
の
５
課

２
室
と
し
、
行
政
執
行
体
制
を
再

編
し
ま
す
。

私
は
、『
創
意
と
工
夫
の
町
づ

く
り
政
策
』『
よ
り
住
み
よ
い
心
豊

な
町
づ
く
り
政
策
』『
企
画
力
に

富
ん
だ
活
力
あ
る
町
づ
く
り
政
策
』

の
３
つ
の
政
策
を
中
心
と
し
た
、

『
わ
か
り
や
す
い
政
治
』
を
目
指

し
た
町
づ
く
り
を
政
治
所
信
と
し

て
お
り
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
各

地
区
で
『
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
』
を

本
年
１
月
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
『
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
』
の

場
で
、
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
く
町

づ
く
り
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
町

づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、
一
歩

一
歩
で
は
あ
り
ま
す
が
着
実
、
堅

実
に
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

昨
年
８
月
10
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
、『
平
成
20
年
度
予
算
の
概

算
要
求
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

方
針
に
つ
い
て
』
に
よ
る
と
、
平

成
20
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、『
経

済
財
政
改
革
の
基
本
方
針
２
０
０

７
』
を
踏
ま
え
、『
経
済
財
政
改

革
の
基
本
方
針
２
０
０
６
』
に
則

っ
た
最
大
限
の
削
減
を
行
う
と
し
、

『
基
本
方
針
２
０
０
６
』
で
示
さ

れ
た
歳
出
改
革
を
軌
道
に
乗
せ
る

上
で
極
め
て
重
要
な
予
算
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
財
政
健
全
化
の
努
力

を
今
後
と
も
継
続
し
て
い
く
た
め
、

引
き
続
き
歳
出
全
般
に
わ
た
る
徹

底
し
た
見
直
し
を
行
い
、
歳
出
の

抑
制
と
予
算
配
分
の
重
点
化
・
効

率
化
を
実
施
し
、
基
礎
的
財
政
収

支
の
改
善
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

現
下
の
地
方
財
政
は
、
大
幅
な

財
源
不
足
と
高
い
公
債
依
存
度
、

多
額
の
借
入
金
残
高
な
ど
に
よ
り
、

経
常
収
支
比
率
・
公
債
費
負
担
比

率
・
起
債
制
限
比
率
な
ど
の
指
標

が
悪
化
し
、
財
政
が
硬
直
化
し
て

い
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
地
方
財
政
計
画

に
お
い
て
も
、『
基
本
方
針
２
０

０
６
』
お
よ
び
『
基
本
方
針
２
０

０
７
』
に
則
り
、
国
の
取
り
組
み

と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
人
件
費
、

投
資
的
経
費
、
一
般
行
政
経
費
の

各
分
野
に
わ
た
り
、
厳
し
く
抑
制

を
図
る
と
と
も
に
、
安
定
的
な
財

政
運
営
に
必
要
と
な
る
地
方
税
、

地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
の

総
額
を
確
保
し
つ
つ
、
地
方
税
財

政
の
改
革
に
取
り
組
み
、
国
庫
補

助
金
、
地
方
交
付
税
、
税
源
移
譲

を
含
め
た
税
源
配
分
の
見
直
し
の

一
体
的
な
改
革
に
向
け
、
地
方
債

を
含
め
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
は
、『
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革

の
更
な
る
推
進
の
た
め
の
指
針
』

な
ど
を
踏
ま
え
、
な
お
一
層
積
極

的
に
地
方
行
革
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

本
町
の
財
政
は
、
平
成
18
年
度

決
算
に
お
け
る
主
要
財
政
指
標
を

見
る
と
、
経
常
収
支
比
率
８
２
．

８
％
、
公
債
費
比
率
９
．
６
％
、

起
債
制
限
比
率
６
．
５
％
、
公
債

費
負
担
比
率
１
３
．
８
％
と
健
全

な
財
政
運
営
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
歳
入
の
６
２
．

第１回度会町定例町議会を開催

『
わ
か
り
や
す
い
政
治
』を
目
指
し
た
町
づ
く
り
予
算
が
決
ま
る

平成
20年

伝承あそび教室
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２
％
が
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存

財
源
で
あ
り
、
歳
出
に
お
け
る
義

務
的
経
費
が
４
２
．５
％
と
な
り
、

財
政
の
硬
直
化
の
傾
向
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

国
の
三
位
一
体
改
革
に
伴
い
、

地
方
交
付
税
の
大
幅
な
減
少
、
国

庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
、
縮
減
な

ど
、
歳
入
が
減
少
す
る
中
で
、
扶

助
費
な
ど
義
務
的
経
費
が
増
加
し
、

政
策
的
経
費
や
投
資
的
経
費
に
充

当
す
る
一
般
財
源
を
圧
迫
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
17
年
度
に
策

定
し
た
行
財
政
改
革
計
画
に
基
づ

き
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
施
策

の
選
択
を
行
い
、
成
果
重
視
の
行

財
政
運
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
財
政
は
、
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
今
後
も
な
お
一
層
こ
う
し
た

状
況
が
続
く
中
で
、
財
源
不
足
に

対
処
し
、
住
民
の
負
託
に
応
え
て

い
く
に
は
、
既
存
事
業
を
そ
の
ま

ま
据
え
置
い
て
、
新
た
な
行
政
需

要
に
対
応
し
て
い
く
余
裕
は
な
い

こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
施
策
、
事
務

事
業
の
効
率
化
、
取
捨
選
択
、
重

点
化
を
徹
底
し
、
真
に
必
要
と
さ

れ
て
い
る
施
策
に
重
点
配
分
を
行

な
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、『
度
会
町
事
務
事

業
見
直
し
方
針
』
に
基
づ
き
、
事

主
な
内
容

総

務

関

係

○
町
中
央
公
民
館
改
修
事
業

○
町
道
大
野
木
棚
橋
線
改
良
工
事

民

生

関

係

○
障
害
者
福
祉
計
画
策
定
業
務

○
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
業
務

○
次
世
代
育
成
支
援
対
策
計
画
策

定
業
務

衛

生

関

係

○
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助

○
生
活
習
慣
病
対
策

○
が
ん
予
防
対
策

○
ご
み
収
集
用
パ
ッ
カ
ー
車
購
入

農
林
水
産
業
関
係

○
農
山
漁
村
活
性
化
事
業

○
県
営
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事
業

○
長
原
口
池
整
備
事
業

○
県
単
林
道
改
良
舗
装
事
業

土

木

関

係

○
地
籍
調
査
事
業

消

防

関

係

○
避
難
所
耐
震
診
断
業
務

○
自
主
防
災
組
織
育
成
等
事
業

教

育

関

係

○
小
学
校
大
規
模
改
修
事
業

○
森
添
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
作

成
事
業特

別
会
計

◎
平
成
20
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
７
８

１
，
６
３
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
20
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
３

２
，
６
８
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
20
年
度
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
８
，

８
５
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
20
年
度
老
人
保
健
特
別
会

計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
９

５
，
６
１
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
２
０
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
６
０

０
，
２
３
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
20
年
度
郡
指
導
主
事
共
同

設
置
事
業
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１

９
，
６
０
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
20
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
２

２
，
５
１
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

５
９
，９
１
７
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
３
，
３
４
２
，
３
８
１
千
円
と

し
ま
し
た
。

◎
平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

１
４
，
５
２
０
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

８
０
３
，１
７
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
19
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

９
０
０
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１

６
０
，８
５
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
19
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

４
６
２
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
６

０
８
，２
２
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案

◎
町
長
、
副
町
長
の
給
料
及
び
旅

平成20年度
一般会計に

務
事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
見
直

す
こ
と
と
し
、
平
成
20
年
度
予
算

編
成
は
、
行
政
改
革
実
施
計
画
の

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
行
財
政
改
革

の
重
要
性
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

確
実
に
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

平
成
20
年
度
の
収
支
見
通
し
は
、

地
方
交
付
税
、
国
庫
補
助
負
担
金

な
ど
の
削
減
に
よ
り
、
歳
入
総
額

の
減
額
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、

歳
出
に
お
い
て
は
小
学
校
、
保
育

所
の
統
合
に
伴
う
遊
休
施
設
の
維

持
管
理
経
費
が
継
続
さ
れ
る
こ
と

や
福
祉
経
費
の
増
大
、
共
同
化
事

業
や
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

経
費
な
ど
歳
出
総
額
が
増
大
す
る

こ
と
か
ら
、
義
務
的
経
費
、
経
常

経
費
の
抑
制
、
事
務
事
業
の
見
直

し
な
ど
、
歳
出
削
減
を
図
り
な
が

ら
予
算
編
成
を
行
な
い
ま
し
た
。

30億7,861万8千円を
計上

30億7,861万8千円を
計上

平
成
₂₀
年
度
一
般
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
，

０
７
８
，
６
１
８
千
円
と
し
ま
し

た
。
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費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
へ
諮
問

し
、
そ
の
答
申
に
基
づ
き
、
特
別

職
の
給
料
の
額
が
下
が
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

◎
度
会
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
か
ら
教

育
長
の
給
料
の
見
直
し
の
答
申
を

受
け
、
教
育
長
の
給
料
の
額
が
下

が
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
度
会
町
職
員
給
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

人
件
費
を
削
減
す
る
た
め
、
職

員
の
通
勤
手
当
や
住
居
手
当
、
管

理
職
手
当
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

組
織
の
改
編
に
伴
い
、
関
連
す

る
そ
の
他
の
条
例
に
つ
い
て
整
備

し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

消
防
車
の
点
検
業
務
を
見
直
し

た
こ
と
に
伴
い
、
費
用
弁
償
を
改

正
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

介
護
保
険
料
の
激
変
を
緩
和
す

る
た
め
政
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
条
文
の
整
備
を

し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
適
切

な
実
施
を
図
る
た
め
、
新
し
く
制

定
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

健
康
保
険
法
な
ど
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
文
の

整
備
を
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

戸
籍
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
な
ど
に
伴
い
、
条
文
の
整
備

を
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
委
員
会
の
委
員
等
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

老
人
福
祉
法
に
定
め
る
老
人
ホ
ー

ム
入
所
判
定
委
員
の
医
師
委
員
に
か

か
る
報
酬
額
を
追
加
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
保
育
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

保
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、

南
中
村
保
育
所
と
中
之
郷
保
育
所

を
統
合
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
社
会
体
育
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

廃
校
に
よ
る
学
校
施
設
を
社
会

体
育
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ま
し

た
。

◎
度
会
町
立
学
校
施
設
の
開
放
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

社
会
体
育
施
設
の
位
置
づ
け
に

よ
り
、条
文
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
の
特
定
の
事
務
を
取
り

扱
わ
せ
る
郵
便
局
の
指
定
に
つ

い
て

町
の
特
定
の
窓
口
事
務
を
取
り

扱
わ
せ
る
郵
便
局
を
内
城
田
郵
便

局
、
一
之
瀬
郵
便
局
、
度
会
小
川

郷
郵
便
局
、
度
会
中
川
郵
便
局
に

指
定
し
ま
し
た
。

◎
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

増
加
及
び
共
同
設
置
規
約
の
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

伊
勢
広
域
環
境
組
合
が
、
本
年

５
月
１
日
か
ら
三
重
県
市
町
公
平

委
員
会
に
加
入
し
た
い
旨
の
申
し

出
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
協
議
を

行
う
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
に

伴
う
規
約
の
改
正
に
つ
い
て
の
協

議
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
き
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
へ
の
藤
田

夫
さ
ん（
上
久
具
）

の
選
任
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

◎
度
会
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

健
康
保
険
法
な
ど
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
税
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
の
た
め
、

条
文
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

度
会
町
教
育
委
員
会
委
員
に
掛

橋
一
夫
さ
ん
（
川
口
）
を
選
任
し
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

一

般

質

問

○
児
童
、
生
徒
へ
の
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
方
・
学
校
給
食
の
あ

り
方
に
つ
い
て
（
木
本
タ
ヱ
子

議
員
）

○
介
護
保
険
に
つ
い
て
・
度
会
町

郷
土
資
料
館
に
つ
い
て
（
福
井

秀
治
議
員
）

○
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
つ
い
て
（

山
延
男
議
員
）

○
小
学
校
費
に
つ
い
て
・
通
学
用

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
・
教
職

員
に
つ
い
て（
鳥
羽
幸
德
議
員
）

○
度
会
町
の
自
然
環
境
を
活
か
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
関
し

て
（
濱
岡
裕
之
議
員
）

○
人
材
バ
ン
ク
ま
た
は
人
材
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
創
設
に
つ
い
て

（
牧　

幸
作
議
員
）

平成20年度当初予算	 （単位：千円）

区　　　分 本年度 前年度 比　較 伸び率（％）
一 般 会 計 3,078,618 2,933,341 145,277 5.0
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 781,634 782,948 △ 1,314 △ 0.2
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 132,682 144,341 △ 11,659 △ 8.1
住 宅 新 築 資 金 等 特 別 会 計 8,852 10,602 △ 1,750 △ 16.5
老 人 保 健 特 別 会 計 95,611 729,547 △ 633,936 △ 86.9
介 護 保 険 特 別 会 計 600,235 573,800 26,435 4.6
郡指導主事共同設置事業特別会計 19,601 10,001 9,600 96.0
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 122,512 0 122,512 皆増

合　　　　　計 4,839,745 5,184,580 △ 344,835 －
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平成20年度 一般会計当初予算歳入・歳出表

（歳入内訳）
区　　分 予算額（千円） 構成比（％） 対前年度比（％）

町 　 税 683,401 22.2 4.3

分担金及び負担金 74,913 2.4 4.8

使用料及び手数料 23,282 0.8 0.1

財 産 収 入 2,512 0.1 10.1

寄 附 金 1 0.0 0.0

繰 入 金 217,035 7.0 64.2

繰 越 金 50,000 1.6 25.0

諸 収 入 64,404 2.1 2.4

〈自主財源計〉 1,115,548 36.2 13.0

地 方 譲 与 税 42,500 1.4 △ 7.6

利子割交付金 4,100 0.1 24.2

配当割交付金 2,500 0.1 △ 16.7

株式等譲渡所得割交付金 2,500 0.1 △ 16.7

地方消費税交付金 62,000 2.0 △ 4.6

自動車取得税交付金 30,000 1.0 △ 3.2

地方特例交付金 9,086 0.3 116.3

地 方 交 付 税 1,276,268 41.5 7.0

交通安全対策特別交付金 1,000 0.0 0.0

国 庫 支 出 金 140,088 4.5 △ 15.3

県 支 出 金 172,228 5.6 17.7

町 　 債 220,800 7.2 △ 22.5

〈依存財源計〉 1,963,070 63.8 0.9

合　　　　計 3,078,618 100.0 5.0

（目的別歳出内訳）
区　　分 予算額（千円） 構成比（％） 対前年度比（％）

議 会 費 59,239 1.9 △ 0.2
総 務 費 604,247 19.6 56.9
民 生 費 812,627 26.4 0.5
衛 生 費 263,045 8.6 6.0
農林水産業費 264,506 8.6 52.2
商 工 費 22,611 0.7 5.9
土 木 費 147,733 4.8 11.7
消 防 費 169,192 5.5 18.4
教 育 費 349,201 11.4 △ 36.9
災 害 復 旧 費 1 － －
公 債 費 372,065 12.1 △ 5.8
諸 支 出 金 4,151 0.1 5.2
予 備 費 10,000 0.3 －

合　　　計 3,078,618 100.0 5.0

（性質別歳出内訳）
区　　分 予算額（千円） 構成比（％） 対前年度比（％）

人 件 費 746,911 24.3 △ 4.5
扶 助 費 222,925 7.2 0.9
公 債 費 372,065 12.1 △ 5.8
〈義務的経費計〉 1,341,901 43.6 △ 4.0

普通建設事業費 597,180 19.4 21.1
（補助事業費） 306,576 10.0 11.8
（単独事業費） 279,484 9.1 35.3
（県営事業負担金） 1,000 0.0 －
（受託事業費） 10,120 0.3 △ 11.7
災害復旧事業費 0 － －
（補助事業費・災害） 0 － －
（単独事業費・災害） 0 － －
〈投資的経費計〉 597,180 19.4 21.1
物 件 費 494,248 16.1 11.1
維 持 補 修 費 34,910 1.1 53.8
補 助 費 等 346,978 11.3 4.9
積 立 金 1,151 0.0 21.5
投資・出資・貸付金 3,480 0.1 16.0
繰 出 金 248,770 8.1 8.4
予 備 費 10,000 0.3 －
〈その他の経費計〉 1,139,537 37.0 9.4
合　　　計 3,078,618 100.0 5.0

○
消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
・
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
に
つ

い
て
・
入
札
お
よ
び
随
意
契
約

に
つ
い
て
（
溝
口
周
生
議
員
）
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台
帳

法
の

一
部

変
更を

近
年
、
本
人
に
な
り
す
ま
し
て

他
人
の
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
の
写

し
な
ど
を
不
正
に
取
得
し
た
り
、

本
人
と
偽
っ
た
第
三
者
か
ら
の
虚

偽
の
届
出
が
さ
れ
た
り
す
る
な
ど

の
事
件
が
全
国
的
に
発
生
し
、
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
不
正
を
防
止
す
る
た
め
法
律
の

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

役
場
の
窓
口
で
も
本
人
確
認
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

窓
口
で
は
、
戸
籍
の
届
出
や
住

所
の
異
動
の
届
出
の
際
、
す
で
に

本
人
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
５
月
１
日
か
ら
は
、
こ
れ
ら

の
届
出
時
の
ほ
か
、
住
民
票
の
写

し
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
交
付
請
求

時
の
本
人
確
認
が
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
町

で
は
、
町
税
関
係
の
証
明
書
や
印

鑑
証
明
書
な
ど
の
交
付
請
求
時
に

も
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、

窓
口
に
お
越
し
の
際
は
必
ず
本
人

確
認
の
た
め
の
書
類
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

本
人
確
認
を
必
要
と
す
る
届
出
や

証
明
書
の
交
付
請
求
な
ど

本
人
確
認
の
た
め
の
書
類

戸籍の届出の種類 住所の異動の届出の種類 証明書の種類

◦婚姻届

◦協議離婚届

◦養子縁組届

◦養子離縁（協議離縁）届

◦認知届

◦転籍届

など

◦転入届

　（町内へ引越ししたとき）

◦転出届

　（町外へ引越しするとき）

◦転居届

　（町内で引越ししたとき）

◦世帯分離届

◦世帯合併届

◦世帯主変更届

など

◦戸籍謄（抄）本、除籍および改

製原戸籍の謄（抄）本などの戸

籍の証明書

◦住民票の写し、記載事項証明書、

戸籍の附票の写しなど

◦身分証明書

◦印鑑登録証明書

◦町税関係の証明書（所得証明、

評価証明など）

◦外国人登録原票記載事項証明書

　など

本人確認のための書類の種類 戸籍の届出・
戸籍の証明書

住所の異動の届出・
戸籍以外の証明書

官公署発行の写真付証明書
（運転免許証、パスポート、写真付住民基本台帳カードなど）１点 １点

上記以外の
書類

ア　官公署発行の写真のない証明書
　　（健康保険証、共済組合員証、年金手帳など）アを２点または

アとイを１点ずつ
１点

イ　写真付の社員証、写真付の学生証など
２点ウ　その他適当と認める書類

　　（クレジットカード、貯金通帳など）　 対象外

５
月
１
日
か
ら

窓
口
で
本
人
確
認
を
実
施
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５月１日から

戸 籍 法 住民 基
本およ び

公
的
な
身
分
証
明
書
を
持
っ
て

い
な
い
人
に
は
、
写
真
付
き
の
住

基
カ
ー
ド
が
非
常
に
便
利
で
す
。

こ
の
機
会
に
住
基
カ
ー
ド
を
つ
く

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

住
基
カ
ー
ド
は
、
住
民
票
の
広

域
交
付
や
転
入
転
出
届
の
手
続
き

の
簡
素
化
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
運
転
免
許
証
と
同
じ

よ
う
に
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し

て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
申
請
に
は
、
本
人
が
印
鑑
を
持

っ
て
窓
口
に
来
て
く
だ
さ
い
。
申

請
か
ら
交
付
ま
で
に
２
週
間
ほ
ど

か
か
り
ま
す
。

※
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利

用
す
る
場
合
は
、
カ
ー
ド
に
顔
写

真
の
貼
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
顔
写
真
は
、
縦
４
．
５
ｃ
ｍ
×

横
３
．
５
ｃ
ｍ
、
無
帽
・
正
面
・

無
背
景
で
６
か
月
以
内
に
撮
影
し

た
も
の
。
ま
た
役
場
で
の
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
撮
影
（
無
料
）
も
で
き

ま
す
の
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。）

※
本
人
確
認
の
た
め
の
書
類
を
お

持
ち
で
な
い
人
は
、
聞
き
取
り
に

よ
る
確
認
を
し
ま
す
の
で
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
戸
籍
の
届
出
や
住
所
の
異
動
の

届
出
の
際
に
、
本
人
確
認
の
た
め

の
書
類
を
お
持
ち
で
な
い
人
に
は
、

聞
き
取
り
に
よ
る
確
認
の
ほ
か
、
届

出
が
あ
っ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
す

る
通
知
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

親
戚
、
知
人
な
ど
か
ら
依
頼
さ
れ
て

証
明
書
の
交
付
請
求
を
行
う
場
合
に
は

委
任
状
が
必
要

窓
口
で
の
本
人
確
認
に
加
え
、

左
記
の
表
に
該
当
し
な
い
人
は
、

請
求
す
る
人
か
ら
の
委
任
状
が
必

要
で
す
。
な
お
、
委
任
状
は
請
求

す
る
人
本
人
が
自
署
、
捺
印
し
て

く
だ
さ
い
。

※
委
任
状
は
必
要
事
項
を
記
入
し

て
あ
れ
ば
様
式
は
問
い
ま
せ
ん

が
、
様
式
の
必
要
な
人
は
窓
口
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。（
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。）

戸
籍
の
届
出
の
『
不
受
理

申
出
』
を
受
付

自
分
自
身
が
窓
口
に
来
た
こ
と

が
確
認
で
き
な
い
場
合
に
は
、
届

出
を
受
理
し
な
い
よ
う
、
あ
ら
か

じ
め
市
区
町
村
長
に
申
出
す
る
こ

と
（
以
下
『
不
受
理
申
出
』
と

い
い
ま
す
。）
が
で
き
ま
す
。
不

受
理
申
出
お
よ
び
そ
の
取
り
下
げ

は
、
本
人
確
認
の
た
め
の
書
類
を

持
っ
て
市
区
町
村
の
窓
口
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

不
受
理
申
出
が
で
き
る
届
出
は
、

本
人
に
関
す
る
婚
姻
届
・
協
議
離

婚
届
・
養
子
縁
組
届
・
養
子
離
縁

（
協
議
離
縁
）
届
・
認
知
届
の
み

で
す
。

公
的
身
分
証
明
書
と
し
て

写
真
付
き
の

『
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
住
基
カ
ー
ド
）』

が
便
利

▽
問
合
先　

役
場
税
務
住
民
課

　
（
☎
６
２
︱
２
４
１
１
）

請求書類 請求できる人

住民票の写し
住民票記載事項証明書

など

◦本人または同一世帯の人
◦正当な権利や義務のある人（疎

明資料を提示してください）

※同じ住所でも世帯を別にしてい
る人は、委任状が必要です。

戸籍（除籍・改製原戸籍）謄・抄本
戸籍の附票の写し

など

◦本人またはその配偶者
◦直系親族（父母、祖父母、子、

孫など）
◦正当な権利や義務のある人（詳

細な理由などが必要です）

身分証明書 ◦本人のみ
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▽
問
合
先　

役
場
税
務
住
民
課
（
☎
６
２
︱
２
４
１
１
）

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
必
ず
14
日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

₁₄
日
以
内
に
届
出
を
！
国
民
健
康
保
険

○
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
脱
退

し
た
と
き

○
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と

き
○
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

と
き

○
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

加
入
の
届
出
が

遅
れ
る
と
⋮
⋮

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
資

格
が
で
き
た
月
ま
で
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
証
が
な

い
の
で
届
出
す
る
ま
で
の
医
療
費

は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
と
き

国
民
健
康
保
険
を

脱
退
す
る
と
き

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

▽
任
用
職
種　

保
育
士

▽
勤
務
場
所　

町
立
保
育
所
ま
た

は
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
子

育
て
支
援
・
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
）

▽
任
用
期
間　

任
用
の
日
か
ら
平

成
21
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

※
度
会
町
臨
時
職
員
等
の
任
用
に

関
す
る
要
綱
に
よ
り
任
用

▽
勤
務
時
間　

週
30
時
間
以
内

（
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま

で
の
間
の
１
日
６
時
間
以
内
）

※
相
談
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

▽
任
用
予
定
人
員　

２
人

▽
申
込
資
格

◦
18
歳
以
上
60
歳
未
満

◦
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
の

資
格
を
有
す
る
人

◦
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務

員
法
第
16
条
（
欠
格
事
項
）
に

該
当
し
な
い
人

▽
申
込
期
限　

４
月
30
日
（
水
）

ま
で

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
、

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽
申
込
先
・
方
法　

役
場
総
務
課

ま
で
直
接
、
持
参
し
て
く
だ
さ

い
▽
提
出
書
類　

履
歴
書
（
３
か
月

以
内
に
撮
影
し
た
写
真
貼
付
）、

資
格
証
明
書
（
原
本
）

※
前
職
が
あ
る
場
合
は
、
職
種
、

職
務
内
容
を
履
歴
書
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
選
考
方
法　

面
接
ほ
か

※
選
考
日
は
後
日
、連
絡
し
ま
す
。

▽
給　

与　

度
会
町
臨
時
職
員
等

の
任
用
に
関
す
る
要
綱
に
よ
り

支
給

▽
問
合
先　

役
場
総
務
課
（
☎
６

２
︱
１
１
１
１
）

度
会
町
臨
時
職
員
の
登
録

町
で
は
必
要
に
応
じ
て
、
臨
時

職
員
を
任
用
す
る
た
め
、
任
用
を

希
望
さ
れ
る
人
の
登
録
を
、随
時
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
登

録
有
効
期
限
は
、
登
録
し
た
年
度

の
年
度
末
ま
で
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

役
場
総
務
課
（
☎
６

２
︱
１
１
１
１
）

度
会
町
臨
時
職
員
を
募
集

従来から各保健所で実施している肝炎ウ
イルス検査を、３月１日から県内の医療機
関でも無料で実施していますので、ぜひご
利用ください。
▷実施期限　平成２１年３月３１日（火）

まで
▷検査内容　肝炎ウイルス検査（ＨＣＶ抗

体検査、ＨＣＶ抗原検査、Ｈ
Ｂｓ抗原検査、ＨＣＶ核酸増
幅検査のうち必要な項目）

▷対 象 者　県内に居住する肝炎ウイルス
検査を希望する人

▽検査機関　県内の医療機関（歯科を除く）
※検査を実施していない医療機関もありま
すので、事前に必ず、実施の有無や受付時
間などをご確認ください。
▷申込方法　本人か代理人が保健所に来所

または電話にて申込をし、受
診券の発行を受けてください。

▷申込・問合先　県伊勢保健所地域保健課
　　（☎２７−５１４８）

医療機関でも

肝炎ウイルス検査を

実施

○
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
た
と
き

○
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

○
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
と
き

○
加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き

脱
退
の
届
出
が

遅
れ
た
と
き
は
⋮
⋮

国
民
健
康
保
険
の
資
格
が
な
く

な
っ
た
あ
と
で
、
国
民
健
康
保
険

証
で
医
療
を
受
け
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、
国
民
健
康
保
険
で
負
担
し
た

分
の
医
療
費
を
、
あ
と
で
国
民
健
康

保
険
に
返
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら

被
害
を
受
け
た
場
合
も
届
出
を
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最
近
、
妊
娠
し
て
か
ら
出
産
ま

で
１
度
も
医
療
機
関
な
ど
を
受
診

し
て
い
な
い
人
が
、
救
急
車
で
運

ば
れ
、
母
体
や
胎
児
の
命
に
か
か

わ
る
場
合
が
増
え
て
い
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
、
か
か
り
つ
け
医
を
持

ち
、『
妊
婦
健
診
』
を
受
け
る
こ

と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
や
妊
婦
さ
ん
の

命
を
守
る
う
え
で
、
と
て
も
大
切

な
こ
と
で
す
。

妊
娠
に
気
づ
い
た
ら
、
必
ず
医

療
機
関
な
ど
で
妊
婦
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け

早
く
妊
娠
の
届
出
を
行
い
、
母
子

健
康
手
帳
と
妊
婦
一
般
健
康
診
査

の
受
診
票（
母
子
保
健
の
し
お
り
）

を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

公
費
負
担
回
数
が
５
回
に

今
ま
で
、
妊
婦
一
般
健
康
診
査

妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

昨春の高校生、大学生を中心とした麻しん（はしか）の流行は、記憶に新し
いと思います。このたび麻しんの排除を目標として、また同時に風しん対策も
行うため、平成２０年４月１日からの５年間に限り、定期の予防接種の対象者
に第３期（中学１年生相当）と第４期（高校３年生相当）が次のとおり追加さ
れました。

今年度の対象者へは、個人通知をさせていただ

きます。

予防接種で免疫をつけ、お子さんが感染症にか

からないように予防しましょう！

麻しんおよび風しん予防接種の第３期・第４期の対象者

※ただし、麻しんおよび風しんに、既にかかった人および、それぞれのワクチ
ンを２回接種した人は対象外となります。
※度会町では、全ての予防接種を『個別接種』で実施しています。保護者が予
防接種の意義や効果、副反応などを理解したうえで、医療機関にて接種をお願
いします。
▷問合先　役場福祉保健課（☎６２−１１１２）

中学１年生と高校３年生の人も
麻しんおよび風しん予防接種の対象者に

予防接種名 対象年齢 平成２０年度対象者

ＭＲ
（麻しん
風しん
混合ワクチ
ン）

第
３
期

１３歳となる日の属する年度の初
日から当該年度の末日までの間に
ある人
（中学１年生の年齢に相当する人）

平成７年４月２日～
平成８年４月１日生まれの人

第
４
期

１８歳となる日の属する年度の初
日から当該年度の末日までの間に
ある人
（高校３年生の年齢に相当する人）

平成２年４月２日～
平成３年４月１日生まれの人

75
歳
以
上
の
人
ま
た
は
、
65
歳

以
上
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人

が
加
入
し
て
い
た
従
来
の
老
人
保

健
制
度
に
か
わ
り
、『
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
』が
始
ま
り
ま
し
た
。

対
象
者
に
は
新
し
い
保
険
証
を

郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
病
院
な

ど
で
受
診
さ
れ
る
と
き
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
の
保
険
証
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
『
広
報
わ
た
ら
い
』

２
・
３
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

義
務
教
育
就
学
前
の
子
ど
も
の

自
己
負
担
割
合
が
２
割
に
な
り
ま

し
た
。

義
務
教
育
就
学
前
ま
で

自
己
負
担
割
合
が
２
割
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

始
ま
る

４
月
１
日
か
ら

　

医
療
保
険
制
度
の

一
部
を
変
更

平成２０年４月１日から

➡
平成２０年３月１日まで

義務教育就学前
　　　　　　２割
（６歳に達する日以降の
最初の３月３１日まで）

３歳未満　　２割

▽
問
合
先　

役
場
税
務
住
民
課

　
（
☎
６
２
︱
２
４
１
１
）

の
公
費
負
担
回
数
は
２
回
で
し
た

が
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、

県
内
の
全
市
町
に
お
い
て
５
回
に

増
え
ま
し
た
。
ま
た
５
回
の
う
ち

３
回
分
は
、
県
内
の
分
娩
を
取
り

扱
う
委
託
助
産
所
で
も
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▽
問
合
先　

役
場
福
祉
保
健
課

（
☎
６
２
︱
１
１
１
２
）
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小
学
校
な
ど
の

　

有
効
活
用
を検

討

今
春
か
ら
廃
校
と
な
っ
た
各
小

学
校
お
よ
び
保
育
所
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
、
区
長
さ
ん
や
一
般
公

募
委
員
さ
ん
ら
に
よ
る
委
員
会
と

各
地
域
で
の
地
区
検
討
会
を
開
催

し
、
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

有
効
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
体
育
館
は
地
域
の
避

難
所
で
あ
り
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
も

活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
町
で
管
理
を
し
ま
す
。
校
舎

や
一
部
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

は
、
町
に
対
し
て
利
用
打
診
の
あ

る
も
の
を
総
合
的
に
判
断
し
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

利
用
打
診
の
あ
る
施
設

中
川
小
学
校
校
舎
お
よ
び
グ
ラ
ウ

ン
ド･

･
･

介
護
老
人
福
祉
施
設

（
賃
貸
借
）

小
川
郷
小
学
校
校
舎
の
一
部･･･

森
添
遺
跡
発
掘
資
料
の
調
査
整
理

と
資
料
展
示
（
教
育
委
員
会
）

南
中
村
保
育
所
園
舎
お
よ
び
園
庭

･･･

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の
福

祉
活
動
（
賃
貸
借
）
ま
た
は
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
詰
所
（
社

会
福
祉
協
議
会
）

▽
問
合
先　

役
場
総
務
課
（
☎
６

２
︱
１
１
１
１
）

地区検討会を開催

石綿を吸い込んだことにより発症する中皮腫や肺がんなどの疾病は、石綿を吸い込んでから発症するまでに非
常に長い期間がかかることから、労働者の人が仕事により石綿を吸い込み病気になっても、病気の原因が仕事に
あったことを、医師も本人も気づきにくかったという状況があり、労働者の遺族の人の中には、労災保険給付を
請求する権利を時効により失っている人もいます。

このようなことから、平成１８年３月２７日に『石綿による健康被害の救済に関する法律』（以下『石綿救済
法』といいます。）が施行され、平成１３年３月２６日以前に石綿による疾病を発症し、死亡した労働者の遺族
で、労災保険法の遺族補償給付を受ける権利が時効により消滅した人に対しては特別遺族給付金が支給されてい
ます。

この特別遺族給付金は、石綿救済法施行後３年以内に請求しなければならず、平成２１年３月２７日が請求期
限となっており、それ以降は請求することができませんのでご注意ください。

労災保険給付の請求
平成１３年３月２７日以降に、仕事が原因で石綿による疾病にかかり死亡した労働者の遺族は、労災保険法に

基づく遺族補償給付が支給されますが、労働者が死亡した日の翌日から５年を経過すると、遺族補償給付は時効
により請求することができなくなります。

また、仕事で石綿による疾病にかかり、現在療養している労働者の人は、労災保険法に基づく療養補償給付・
休業補償給付の支給対象となります。
▷問 合 先　三重労働局（☎０５９−２２６−２１０９）または伊勢労働基準監督署（☎２８−２１６４）
▷厚生労働省ホームページ（特別遺族給付金）　

http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/sekimen/izoku/index.html

特別遺族給付金の請求に関する大切なお知らせ特別遺族給付金の請求に関する大切なお知らせ
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学校名 転出 学校名 転入
職名 氏名 着任校 職名 氏名 前任校

内城田小学校

校長 大谷　　健 退職

度会小学校

校長 竹郷　秀樹 県教委
教頭 中村　吉宏 紀北・赤羽小校長 教頭 玉丸　宏二 一之瀬小
教諭 佐波　　保 度会小 教諭 佐波　　保 内城田小
教諭 吉岡　郁雄 度会小 教諭 吉岡　郁雄 内城田小
教諭 大辻　茂子 柏崎小 教諭 伊藤　京子 内城田小
教諭 河俣　典子 退職 教諭 中川　笑子 内城田小
教諭 伊藤　京子 度会小 教諭 辻村　勝彦 内城田小
教諭 梅谷　雅恵 大宮小 教諭 山野　万里華 内城田小
教諭 中川　笑子 度会小 教諭 永井　宏幸 内城田小
教諭 辻村　勝彦 度会小 教諭 竹屋　佳代 内城田小
教諭 山野　万里華 度会小 教諭 奥村　政貴 内城田小
教諭 永井　宏幸 度会小 教諭 岡村　里香 内城田小
教諭 竹屋　佳代 度会小 教諭 北村　ひとみ 中川小
教諭 奥村　政貴 度会小 教諭 徳田　あかね 中川小
教諭 岡村　里香 度会小 教諭 山中　久紀 中川小

養護教諭 中川　勝子 退職 教諭 西村　直也 中川小
学校栄養士 岡山　邦枝 度会小 教諭 奥本　早苗 一之瀬小
事務 本多　正子 度会小 教諭 西谷　京子 一之瀬小

中川小学校

校長 角屋　重敏 城田小 教諭 野上　篤子 一之瀬小
教頭 中瀬　　敦 退職 教諭 北村　裕子 小川郷小
教諭 寺西　志起子 大宮小 教諭 津田　雅子 小川郷小
教諭 北村　ひとみ 度会小 教諭 中西　儀和 外城田小
教諭 徳田　あかね 度会小 教諭 西本　幸夫 五ヶ所小
教諭 山中　久紀 度会小 教諭 森下　雅人 有田小
教諭 西村　直也 度会小 教諭 南　　しのぶ 小俣小
教諭 山本　真砂子 下外城田小 教諭 坂本　さゆみ 明野小

養護教諭 大西　佳津子 退職 教諭 南　　洋子 鈴鹿・白子中
事務 奥野　智賀 退職 養護教諭 中西　久代 小川郷小

一之瀬小学校

校長 前田　麗子 下外城田小 栄養教諭 岡山　邦枝 内城田小
教頭 玉丸　宏二 度会小 事務 本多　正子 内城田小
教諭 奥本　早苗 度会小

　

教諭 西谷　京子 度会小
教諭 竹内　えり子 五ヶ所小
教諭 森　　明美 厚生小
教諭 野上　篤子 度会小
教諭 福井　幸久 南島東小
教諭 志賀　　剛 豊浜東小

養護教諭 中世古さゆり 南島中
事務 萩原　かおる 有緝小

小川郷小学校

校長 伊藤　壽美子 退職
教頭 梅前　成久 退職
教諭 北村　裕子 度会小
教諭 西田　惠子 明野小
教諭 岩森　真一 有田小
教諭 濱田　耕司 外城田小
教諭 津田　雅子 度会小

養護教諭 中西　久代 度会小
事務 稲葉　孝代 錦中

度会中学校 教頭 田端　克也 南島中校長 度会中学校 教頭 森本　明宏 大内山中
教諭 中井　紀久子 玉城中 教諭 山崎　和樹 南勢中

郡指導主事室 郡指導主事室 指導主事 内田　一男 県教委

平成２０年度
　　町内小中学校教職員などの人事異動

度会小学校
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課名など 主な業務 電話番号（0596） 課長名など 職員名

町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

副　
　
　
　
　

町　
　
　
　
　

長

総 務 課

秘書、儀式、文書管理、人事、公平委員会、防犯、交通安全、入札、男女共同参画、国民保護、
庁舎管理、庶務、議案、例規、行政相談、行政訴訟、行政改革、情報公開、財政、
土地開発公社、公共用地の登記、選挙、広域行政、町勢要覧、広報、広聴、統計、ＨＰ、
電子自治体、災害対策、消防、防災、防災行政無線、災害罹災者の保護、
木造住宅耐震化

６２−１１１１
【総務課長】藤田心作
【派遣　広域連合事務局長】
西村肇

【課長補佐】山下弘文
【総務係長】迫本晃
長谷川陽子、阪口昇吾、山本裕一、宇田真希、中川知央、
鳥羽純矢

政策調整室 重要施策の企画および調整、総合計画、国土利用計画、市町村合併、企業立地、
新エネルギー ６２−２４２３ 【政策調整室長】西岡一義 【政策調整係長】中井宏明

西村美紀

税務住民課
町民税、町たばこ税、国民健康保険税、固定資産税、軽自動車税、譲与税、戸籍、
住民基本台帳、住民票、埋火葬の許可、印鑑登録、外国人登録、身元証明、人口動態調査、
人権擁護、国民健康保険、国民年金、福祉医療費助成、老人保健

【税務係】６２−２４１４
【住民係】６２−２４１１【税務住民課長】山下和行

【課長補佐】中川美知彦
【税務係長】中井均
【住民係長】西岡富子
西村夏之、井口由子、藤田一久、久保敬子、中野咲、
大西泰正、福井禎彦、大谷悦正

福祉保健課

生活保護、老人福祉、障害者福祉、地域福祉センター、民生・児童委員、同和対策、
戦傷死病者等遺族援護、介護保険、郡保護司会、保育所、児童手当、児童扶養手当、
児童福祉、地域交流センター、総合相談支援、権利擁護、包括的・継続的ケアマネジメ
ント支援、介護予防ケアマネジメント、精神保健障害保護、母子保健、予防接種、伝染
病の予防・防疫、畜犬登録、狂犬病予防、住民健康診査、子育て支援、保健センター

【福祉係】６２−２４１３
【支援係】６２−１１１８
【保健係】６２−１１１２

【福祉保健課長】
中西力
　（児童館長兼務）

【課長補佐】北村晴紀
【福祉係長】村林惠利子
【包括支援センター係長】岡田美和
【保健係長】黒井真理子
山下弓子、福谷千鶴、若井芳昭、長井未来

地域交流センター（児童館） ６３−００７０ 臨時職員

保
育
所

棚橋保育所 ６２−００７４ 【所長】北村孝子

西田佳恵子、岡村ひとみ ､ 松田若、松井千浪、
大野芳穂、酒井京子、杉井栄子、安井三智子、
小林なつみ ､ 大西千浩、八木幸香、西井早希、
山本須美子、山本惠、湯浅久美、東出園美、山本世志子、
東出元美、西岡康子、奥田友子

長原保育所 ６４−００２２ 【所長】見並久美 西岡きり子 ､ 岡谷恭代、松山朋美、森本果奈、
福井多美子

中之郷保育所 ６２−００７０ 【所長】山下呉子 木本恵子 ､ 中村仁美 ､ 北井珠青、横井千草、
亀田一美

生活環境課
簡易水道、浄化槽、下水、生活環境保護、公害、塵芥処理、し尿処理、美化センター、
伊勢広域環境組合 ６２−２４１５ 【生活環境課長】

野呂徹
　（美化センター長兼務）

【生活環境係長】森井裕
奥田浩一、岡村卓明

美化センター ６２−０２４９ 【主任】前田和文 ､ 伊藤賢一 ､ 森岡明、中村公紀

産業建設課

農道、農地、農業施設、町土地改良区、林業、環境緑化、鳥獣保護および狩猟、営農、
農業振興、茶業振興、砂利採取協議、農業委員会、生産調整推進対策、農業共済、
山林振興、農作物の病害虫防除、農業振興関係融資、農業構造改善、畜産業、水産業、
農業者年金、商工業の振興、中小企業金融、商工団体、消費者行政、度量衡、
各種イベント、観光、町公共土木施設とその災害復旧工事、道路・橋梁・河川の工事
および管理、交通規制、砂防、住宅開発、町道路線認定、法定外公共物、国土調査、
町営住宅、公園、バザールわたらい

【農林係】６２−２４１６
【振興係】６２−２４１２
【建設係】６２−２４２０

【産業建設課長】八木一夫

【課長補佐】中西章
【農林施設係長】西田健
【振興係長】岡谷吉浩
【建設係長】山下喜市
山下依穂子、山口幸宏、久保久典、倉田晃旗

出 納 室 収入および支出の出納、小切手の振出、現金および有価証券の出納、決算の調整および
報告、指定金融機関 ６２−２４１０ 【会計管理者兼出納室長】

長谷川晃一 山下真樹

議会 事 務 局 議員、委員、議会関係諸規定の制定および改廃、儀式、接待、交際、議案、請願、陳情、
決議、意見書、議会、議場、監査 ６２−１１１３ 【議会事務局長】岡村哲也 藤田真弓

教
育
委
員
会

教　

育　

長

事 務 局
教育委員会、教育財産、学校、学校給食センター、社会教育、社会教育団体、社会教育施設、
公民館、郷土資料館、青少年、文化財、人権教育、遊水プール鏡、社会体育、体育指導委員、
社会体育団体、レクリエーション、社会体育施設

６２−２４２２ 【教育委員会事務局長】
坂本裕
　（給食センター長兼務）
　（公民館長兼務）

【学校教育係長】作野和幸（給食センター次長兼務）
【社会教育係長】井口圭司
山北早苗、中野元喜

給食センター ６２−０００７ 西ヶ廣和美、福井眞喜子、味噌井直美、中西 代、
森本浩子、奥野登喜、田畑圭子、細谷栄津子

公 民 館 中央公民館、一之瀬公民館、郷土資料館 【中公】６２−１５８８
【一公】６５−０００１ 臨時職員

学 校 度会中学校 ６２−０１９４ （用務員）中野ふみ
度会小学校 ６２−０００４ （用務員）中野智惠美

度会郡指導主事室 ６２−０７１１ （指導主事）内田一男、南直貴

退　職　　− ３月３１日付け −  ※（　）は前任
御村　惠子　（棚橋保育所長） 尾嵜　里子　（給食センター調理員）
長谷川加代子（給食センター調理員） 吉田　洋子　（中央公民館用務員）
山根　勝己　（美化センター運転手）

新規採用　　−４月１日付け−
税務住民課主事　福井　禎彦 政策調整室主事　西村　美紀
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課名など 主な業務 電話番号（0596） 課長名など 職員名

町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

副　
　
　
　
　

町　
　
　
　
　

長

総 務 課

秘書、儀式、文書管理、人事、公平委員会、防犯、交通安全、入札、男女共同参画、国民保護、
庁舎管理、庶務、議案、例規、行政相談、行政訴訟、行政改革、情報公開、財政、
土地開発公社、公共用地の登記、選挙、広域行政、町勢要覧、広報、広聴、統計、ＨＰ、
電子自治体、災害対策、消防、防災、防災行政無線、災害罹災者の保護、
木造住宅耐震化

６２−１１１１
【総務課長】藤田心作
【派遣　広域連合事務局長】
西村肇

【課長補佐】山下弘文
【総務係長】迫本晃
長谷川陽子、阪口昇吾、山本裕一、宇田真希、中川知央、
鳥羽純矢

政策調整室 重要施策の企画および調整、総合計画、国土利用計画、市町村合併、企業立地、
新エネルギー ６２−２４２３ 【政策調整室長】西岡一義 【政策調整係長】中井宏明

西村美紀

税務住民課
町民税、町たばこ税、国民健康保険税、固定資産税、軽自動車税、譲与税、戸籍、
住民基本台帳、住民票、埋火葬の許可、印鑑登録、外国人登録、身元証明、人口動態調査、
人権擁護、国民健康保険、国民年金、福祉医療費助成、老人保健

【税務係】６２−２４１４
【住民係】６２−２４１１【税務住民課長】山下和行

【課長補佐】中川美知彦
【税務係長】中井均
【住民係長】西岡富子
西村夏之、井口由子、藤田一久、久保敬子、中野咲、
大西泰正、福井禎彦、大谷悦正

福祉保健課

生活保護、老人福祉、障害者福祉、地域福祉センター、民生・児童委員、同和対策、
戦傷死病者等遺族援護、介護保険、郡保護司会、保育所、児童手当、児童扶養手当、
児童福祉、地域交流センター、総合相談支援、権利擁護、包括的・継続的ケアマネジメ
ント支援、介護予防ケアマネジメント、精神保健障害保護、母子保健、予防接種、伝染
病の予防・防疫、畜犬登録、狂犬病予防、住民健康診査、子育て支援、保健センター

【福祉係】６２−２４１３
【支援係】６２−１１１８
【保健係】６２−１１１２

【福祉保健課長】
中西力
　（児童館長兼務）

【課長補佐】北村晴紀
【福祉係長】村林惠利子
【包括支援センター係長】岡田美和
【保健係長】黒井真理子
山下弓子、福谷千鶴、若井芳昭、長井未来

地域交流センター（児童館） ６３−００７０ 臨時職員

保
育
所

棚橋保育所 ６２−００７４ 【所長】北村孝子

西田佳恵子、岡村ひとみ ､ 松田若、松井千浪、
大野芳穂、酒井京子、杉井栄子、安井三智子、
小林なつみ ､ 大西千浩、八木幸香、西井早希、
山本須美子、山本惠、湯浅久美、東出園美、山本世志子、
東出元美、西岡康子、奥田友子

長原保育所 ６４−００２２ 【所長】見並久美 西岡きり子 ､ 岡谷恭代、松山朋美、森本果奈、
福井多美子

中之郷保育所 ６２−００７０ 【所長】山下呉子 木本恵子 ､ 中村仁美 ､ 北井珠青、横井千草、
亀田一美

生活環境課
簡易水道、浄化槽、下水、生活環境保護、公害、塵芥処理、し尿処理、美化センター、
伊勢広域環境組合 ６２−２４１５ 【生活環境課長】

野呂徹
　（美化センター長兼務）

【生活環境係長】森井裕
奥田浩一、岡村卓明

美化センター ６２−０２４９ 【主任】前田和文 ､ 伊藤賢一 ､ 森岡明、中村公紀

産業建設課

農道、農地、農業施設、町土地改良区、林業、環境緑化、鳥獣保護および狩猟、営農、
農業振興、茶業振興、砂利採取協議、農業委員会、生産調整推進対策、農業共済、
山林振興、農作物の病害虫防除、農業振興関係融資、農業構造改善、畜産業、水産業、
農業者年金、商工業の振興、中小企業金融、商工団体、消費者行政、度量衡、
各種イベント、観光、町公共土木施設とその災害復旧工事、道路・橋梁・河川の工事
および管理、交通規制、砂防、住宅開発、町道路線認定、法定外公共物、国土調査、
町営住宅、公園、バザールわたらい

【農林係】６２−２４１６
【振興係】６２−２４１２
【建設係】６２−２４２０

【産業建設課長】八木一夫

【課長補佐】中西章
【農林施設係長】西田健
【振興係長】岡谷吉浩
【建設係長】山下喜市
山下依穂子、山口幸宏、久保久典、倉田晃旗

出 納 室 収入および支出の出納、小切手の振出、現金および有価証券の出納、決算の調整および
報告、指定金融機関 ６２−２４１０ 【会計管理者兼出納室長】

長谷川晃一 山下真樹

議会 事 務 局 議員、委員、議会関係諸規定の制定および改廃、儀式、接待、交際、議案、請願、陳情、
決議、意見書、議会、議場、監査 ６２−１１１３ 【議会事務局長】岡村哲也 藤田真弓

教
育
委
員
会

教　

育　

長

事 務 局
教育委員会、教育財産、学校、学校給食センター、社会教育、社会教育団体、社会教育施設、
公民館、郷土資料館、青少年、文化財、人権教育、遊水プール鏡、社会体育、体育指導委員、
社会体育団体、レクリエーション、社会体育施設

６２−２４２２ 【教育委員会事務局長】
坂本裕
　（給食センター長兼務）
　（公民館長兼務）

【学校教育係長】作野和幸（給食センター次長兼務）
【社会教育係長】井口圭司
山北早苗、中野元喜

給食センター ６２−０００７ 西ヶ廣和美、福井眞喜子、味噌井直美、中西 代、
森本浩子、奥野登喜、田畑圭子、細谷栄津子

公 民 館 中央公民館、一之瀬公民館、郷土資料館 【中公】６２−１５８８
【一公】６５−０００１ 臨時職員

学 校 度会中学校 ６２−０１９４ （用務員）中野ふみ
度会小学校 ６２−０００４ （用務員）中野智惠美

度会郡指導主事室 ６２−０７１１ （指導主事）内田一男、南直貴

町職員の人事異動と
役 場 組 織 表
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その7

『住み慣れたこの町で、いつまでもいきいきと暮らそう』

地域包括支援センターだより
『
介
護
予
防
と「
特
定
高
齢
者
」の
お
話 

～
予
防
と
安
心
～
』

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
以
外
の

介
護
予
防
事
業

平
成
18
年
に
介
護
保
険
法
が
改

正
さ
れ
、「
高
齢
者
が
要
介
護
状

態
に
な
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
防

ぎ
、
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は
も

っ
と
介
護
予
防
に
力
を
入
れ
て
い

こ
う
！
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
な
い
、
全
国
の

市
区
町
村
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
以
外
の
介
護
予
防
の
た
め
の

取
り
組
み
に
、
さ
ら
な
る
力
を
入

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

度
会
町
で
も
、『
い
き
い
き
ラ

イ
フ
』
と
い
っ
た
、
だ
れ
で
も
参

加
で
き
る
転
倒
予
防
教
室
や
、
特

定
高
齢
者
に
該
当
し
た
人
が
利
用

で
き
る
『
シ
ル
バ
ー
運
動
教
室
』

な
ど
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
楽
し
み
な
が
ら
運

動
を
し
て
い
ま
す
。

『
特
定
高
齢
者
』
と
は

特
定
高
齢
者
と
は
、「
元
気
な

こ
ろ
と
比
べ
る
と
、
ち
ょ
っ
と
足

腰
が
弱
っ
て
き
た
か
な
？
」
な
ど

の
理
由
か
ら
、
町
で
実
施
し
て
い

る
介
護
予
防
事
業
の
利
用
が
望
ま

し
い
と
判
定
さ
れ
た
人
で
す
。

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
判

定
さ
れ
る
要
支
援
・
要
介
護
と
は

異
な
り
ま
す
。（
表
１
）

特
定
高
齢
者
か
ど
う
か

判
断
す
る
に
は

町
で
実
施
し
て
い
る
『
基
本
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
表
２
）』
で
、

特
定
高
齢
者
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
か
ら
、

特
定
高
齢
者
に
該
当
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
町

か
ら
受
診
票
を
発
行
し
、
医
療
機

関
で
の
受
診
を
す
る
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
（
任
意
）。
健
康

診
断
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
『
生
活

機
能
評
価
』
と
い
う
医
師
の
診
断

を
受
け
て
、
そ
の
結
果
か
ら
特
定

高
齢
者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を

決
定
し
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
受
け
た
い

４
月
中
に
、
65
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
人
全
員
に
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

75
歳
以
上
の
人
は
、
平
成
20
年

度
か
ら
は
じ
ま
る
後
期
高
齢
者
健

康
診
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
中
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

特
定
高
齢
者
に
該
当
し
た
ら

■
運
動
器
の
機
能
向
上

理
学
療
法
士
や
運
動
指
導
士
の

指
導
に
よ
る
『
シ
ル
バ
ー
運
動
教

室
』
に
参
加
で
き
ま
す
。

教
室
で
は
ス
タ
ッ
フ
が
個
人
ご

と
に
そ
れ
ぞ
れ
合
っ
た
運
動
メ
ニ

ュ
ー
を
作
成
し
、
専
門
家
の
指
導
の

も
と
運
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
『
広
報
わ
た
ら
い
』
平
成
１
９

年
８
月
号
の
『
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
だ
よ
り
』
に
『
シ
ル
バ
ー

運
動
教
室
』
の
紹
介
が
あ
り
ま
す

の
で
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
栄
養
改
善

栄
養
士
の
訪
問
に
よ
る
栄
養
改

善
の
た
め
の
指
導
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

■
口
腔
機
能
の
向
上

食
事
の
と
き
の
、
む
せ
や
飲
み

込
む
力
を
改
善
す
る
た
め
に
、『
お

口
の
健
康
教
室
』
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
の
教
室
で
は
、
歯
科
衛

生
士
の
講
話
と
、
個
別
の
指
導
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

特
定
高
齢
者
に
該
当
し
た
人
は
、

以
上
の
よ
う
な
『
運
動
器
の
機
能

（表１）
区分 利用できる主なサービス・教室 サービスの種類 利用するために受けていただくもの

一般高齢者（活動的な人） いきいきライフ、ミニサロ
ンなど 介護保険サービス外

特定高齢者（虚弱な人） シルバー運動教室、栄養指
導、お口の健康教室など 介護保険サービス外 町で実施する基本チェック

リスト、生活機能評価

要支援・要介護認定者
（介護の必要な人）

デイサービス・ホームヘルプ
サービス・ショートステイ
など

介護保険サービス 要支援・要介護認定

※一般高齢者とは、６５歳以上の一般住民をさす便宜上の呼び名です。
※要支援・要介護認定は書類を用いた審査です。
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向
上
、
栄
養
改
善
、
口
腔
機
能
の

低
下
な
ど
』
に
つ
い
て
の
介
護
予

防
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

や
っ
て
み
よ
う
！

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

質
問
に
対
し
て
「
は
い
」
ま
た

は
「
い
い
え
」
ど
ち
ら
か
該
当
す

る
方
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

１
～
20
の
項
目
の
中
で
10
点
以

上
に
な
る
と
『
特
定
高
齢
者
の
候

補
者
』
に
該
当
し
ま
す
。

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
質
問

内
容
や
結
果
、
介
護
予
防
事
業
な

ど
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
☎
６
２
︱
１
１
１
８
）

（表２）基本チェックリスト

№ 質問項目 回答
（いずれかに○をつけください）チェックと注意点

1 バスや電車で１人で外出していますか　 ０．はい １．いいえ

全般的な生活機能
の低下に注意

2 日用品の買物をしていますか　　　　　　　　
　　　　 ０．はい １．いいえ

3 預貯金の出し入れをしていますか ０．はい １．いいえ
4 友人の家を訪ねていますか ０．はい １．いいえ
5 家族や友人の相談にのっていますか ０．はい １．いいえ

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っています
か ０．はい １．いいえ

３点以上
運動器の機能低下
に注意

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上
がっていますか ０．はい １．いいえ

8 １５分位続けて歩いていますか　　　　 ０．はい １．いいえ
9 この１年間に転んだことがありますか １．はい ０．いいえ
10 転倒に対する不安は大きいですか １．はい ０．いいえ

11 ６か月間で２～３ｋｇ以上の体重減少がありましたか １．はい ０．いいえ
２点
低栄養状態に注意

12 身長　　　　　　㎝　　体重　　　　　　㎏（ＢＭＩ＝　　　　　　） １．18.5 未満 ０．18.5 以上

13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか １．はい ０．いいえ ２点以上
口腔機能の低下に
注意

14 お茶や汁物などで、むせることがありますか １．はい ０．いいえ
15 口の渇きが気になりますか １．はい ０．いいえ
16 週に１回以上は外出していますか ０．はい １．いいえ １点以上

閉じこもりに注意17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか １．はい ０．いいえ

18 周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあると言われますか １．はい ０．いいえ
１点以上
認知症に注意19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか　 ０．はい １．いいえ

20 今日が何月何日かわからない時がありますか １．はい ０．いいえ
21 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない　 １．はい ０．いいえ

３点以上
うつ状態に注意

22 （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった １．はい ０．いいえ

23 （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる １．はい ０．いいえ

24 （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない １．はい ０．いいえ
25 （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする １．はい ０．いいえ

シルバー運動教室
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去る３月１０日、町立小川郷小学校の皆さんに、
人権啓発活動地域ネットワーク協議会が主催す
る、人権の花運動の実施に多大な協力をされ、小
学生の人権意識の高揚に尽力されたとして、津地
方法務局長と三重県人権擁護委員連合会長から感
謝状が授与されました。
『人権の花運動』として、花壇で花を育て、看

板や標語をたてて啓発をしたり、学年ごとに育て
たプランターを地域の施設に届けたりしてくれた
児童たちは、「水やりは大変だったけど、きれい
に咲いて、みんなに喜んでもらえてよかった」「苦
労したけど、花が咲いたときは感動した」と活動
に対する感想を語ってくれました。

おめでとうございました。

津地方法務局などから感謝状　小川郷小学校

自衛隊入隊予定者の激励会が、去る３月１２日、役場で
開催されました。

当町から今春自衛隊に入隊されるのは、岡村法昌さん（航
空自衛隊）（棚橋）と濵田　真さん（陸上自衛隊）（市場）
です。他に昨年１０月、田畑和紀さん（和井野）が航空自
衛隊に入隊されました。

激励会には、今春自衛隊に入隊される２人が出席（自衛
隊三重地方協力本部の宮川副本部長、自衛隊募集相談員の
橋爪富和さん（大野木）と喜多壽一さん（田口）も同席）。
町長から入隊予定者の皆さんへ「自衛隊員は、尊い生命と
財産を守る重要な役割を担っています。立派な社会人とし
て、忍耐を持って、みんなのために、がんばってください」
と激励の言葉が送られました。

また度会町自衛隊協力会から記念品が贈呈されました。

自衛隊入隊予定者を激励
自衛官を募集
幹部候補生

募集種目 一般・技術 歯科・薬剤

内　　容

自衛隊の指揮官・
教官・新装備の
研 究 開 発 な ど、
重要なポジショ
ンにつく幹部を
養成する

自衛隊の医師で
ある幹部を養成
する

資　　格

２０歳以上
２６歳未満

※２２歳未満は
大 卒（ 見 込 含 ）
の男子・女子

（大学院修士課程
修了者は２８歳
未満）

専門の大卒
（見込含）
２０歳以上

３０歳未満

※薬剤は２６歳未
満の男子・女子

（薬学修士取得者
は２８歳未満）

受付期間
５月１２日（月）

まで
５月１２日（月）

まで

▷問合先　防衛省自衛隊伊勢地域事務所（☎／ FAX　２３−３８８０）
　　　　　〒５１６−００１７　伊勢市神久２－１－５８　角屋ビル２階

※度会町は、法定受託事務として、自衛官募集事務を行っています。

激励会のようす

小川郷小学校へ感謝状が渡される
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人
権
人
権
にに考考

え
る
え
る

つ
い
て

つ
い
て

No.3

男女共同参画社会の形成とは･･･
男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって

社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保さ
れ、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的
利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会
を形成することをいう。（男女共同参画社会基本法（平成十
一年六月二十三日法律第七十八号）第２条より）
「男女共同参画」という言葉、ここ数年でよく耳にするよ

うになってきたと思いませんか。
どのような社会なのか、どのような取り組みが行なわれて

いるのか、良く分からないという人もみえると思います。
県では『男女共同参画社会』の形成をはかるために、次の

ような取り組みを実施しています。まず、興味をもってみま
せんか。

ご存知ですか？
★三重県男女共同参画センター『フレンテみえ』（三重県総
合文化センター内（津市））

『フレンテみえ』では、各種講座・研修学習や女性のため
の相談、男性のための相談、法律相談などが実施され、男女
共同参画に関する各種情報の発信や啓発事業を行っています。
▷問合先　三重県男女共同参画センター『フレンテみえ』
　　　　　（☎０５９−２３３−１１３０／

E-mail：frente@center-mie.or.jp）
★『みえチャレンジプラザ』（ＪＡ三重四日市ビル６階（四
日市市））
女性の仕事やボランティア活動などへのチャレンジをお手

伝いします（託児サービスあり）。
チャレンジ相談、キャリアカウンセリング･･･電話や面接相

談により必要なアドバイスを行います。
情報提供･･･チャレンジに関するさまざまな情報の提供を行

います。設置してあるパソコンで適職診断やインターネッ
ト検索、ワープロ表計算などの自己学習ができます。また、
同一フロアにある『マザーズサロンみえ（ハローワーク）』
との連携により職業紹介を受けられます。
▷相談・問合先（☎０５９−３５６−０２３９／

E-mail：challpla@pref.mie.jp）
★三重県では、各市町に『チャレンジサポーター』を委嘱し
配置しています
チャレンジしたい女性に支援情報を提供することやチャレ

ンジに関するロールモデルの取材など、地域においてチャレ
ンジ支援を推進しています。（度会町　１人）

リレー連載	 No.17

度会町人権・同和教育推進協議会
担当／役場総務課
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去る３月１６日、県内２９市町が参加し、津市の県庁前から伊勢市の県営総合競技場陸上競技場までの１０区間４２. １９５㎞をタスキでつなぐ『美
うま

し国三重市町対抗駅伝』が開催されました。町からは、舟瀬　勝さん（棚橋）を監督、森本和義さん（大野木）をコーチに選任し、登録選手１８人で参加しました。当日は選手の体調などを考え、１区を宮本りさえさん（牧戸）、２区を林田涼雅さん（大野木）、３区を岡村英莉奈さん（棚橋）、４区を森本 孝さん（大野木）、５区を神森正輝さん（大野木）、６区を大西迅人さん（大野木）、７区を向井愛巳さん（大野木）、８区を山本綺美さん（棚橋）、９区を岡村弥那美さん（棚橋）、１０区を大西孝幸さん（棚橋）の１０人で力走し、総合の部では２１位、町の部では１０位という成績でした。
町の部では、７区の向井愛巳さんと９区の岡村弥那美さんが、区間賞を受賞しました。おめでとうございます。
また町民の皆さんには、沿道での、あたたかい応援ありがとうございました。

美し国三重市町対抗駅伝
総合の部21位　町の部10位　町の部で区間賞２名

美
う ま

し国三重市町対抗駅伝
総合の部21位　町の部10位　町の部で区間賞２名

18広
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PHOTO GALLERY

Nice day
Nice shotフォト 

ギャラリー 

去る３月２日、度会中学校体育館で第３３回

町民剣道大会が開催されました。

声援に包まれた会場内では、熱い戦いが繰り

広げられました。

大会結果（敬称略）

小学生（団体戦）

優　勝　一之瀬小Ａチーム

準優勝　小川郷小Ａチーム

３　位　内城田小Ｂチーム

３　位　中川小Ａチーム

小学生低学年（個人戦）

優　勝　井上　豊　（小川郷小）

準優勝　中野　翔太（小川郷小）

３　位　福岡　寛高（一之瀬小）

３　位　西村　伊織（一之瀬小）

小学生高学年男子（個人戦）

優　勝　西岡　俊輔（一之瀬小）

準優勝　中西　達矢（内城田小）

３　位　奥田　崇礼（一之瀬小）

３　位　井戸本卓也（内城田小）

小学生高学年女子（個人戦）

優　勝　森下　泉　（中川小）

準優勝　福岡可奈子（一之瀬小）

３　位　作野　真由（一之瀬小）

３　位　栗原　亨穂（内城田小）

中学生男子（個人戦）

優　勝　奥川　晶隆

準優勝　西村　冬威

３　位　田口　哲也

３　位　阪井　愛貴

中学生女子（個人戦）

優　勝　坂本　小夏

準優勝　中村　美奈

３　位　中西　小夏

一般（個人戦）

優　勝　中田　元浩

準優勝　河井　秀裕

３　位　阪口　文博

３　位　奥野　起也

　　　　　　優秀賞
　森下　泉　（中川小）

　井上　豊　（小川郷小）

　中野　翔太（小川郷小）

　西岡　俊輔（一之瀬小）

　奥川　晶隆（度会中）

　西村　冬威（度会中）

敢闘賞
　吉岡　加純（内城田小）

　堤　　彩乃（内城田小）

　亀田　悠希（中川小）

　古森　匡　（小川郷小）

　奥川　和哉（一之瀬小）

一之瀬小Ａチームが団体戦を制す
町民剣道大会一之瀬小Ａチームが団体戦を制す
町民剣道大会
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去る３月９日、中川小学校の剣道教室の皆さん

が、中川小学校校庭と学校周辺から長原公民館ま

での道沿いで、ごみ拾いをしていただきました。

８年前から行われているこの奉仕作業は、年

に１度行われ、子どもたちは「度会町が少しで

もきれいになればいいな。これからも続けます」

と道沿いに落としていった、たくさんのごみを

拾っていただきました。

ありがとうございました。

中小剣道教室の皆さん

清掃ボランティア
中小剣道教室の皆さん

清掃ボランティア

去る３月６日、県猟友会度会支部（小岸政裕支部長）では、度会町獅子ヶ岳山麓鳥獣保護区と注連指、田口、麻加江、立花で、キジ３０羽を放鳥しました。
役員と鳥獣保護員の皆さんから放たれたキジたちは、大空に向かって、元気よく羽ばたいていきました。

キジを放鳥
猟友会の皆さん

キジを放鳥
猟友会の皆さん

３月２８日から３０日の３日間にわた
り、静岡県伊豆市で開催された第１回春
季全日本小学生女子ソフトボール大会に
県代表として出場した度会エンペラーズ
の皆さんと、３月２９日と３０日の両
日、オーストラリアのシドニーで開催さ
れた小学生国際親善試合に日本国際親善
ソフトボール団として出場した髙橋佑那
さん（市場）の壮行会が、去る３月１９
日、役場で開催されました。

町長から選手の皆さんへ「家族に感謝
し、ケガのないよう、がんばってきてく
ださい」と激励のことばがかけられま
した。

全国大会 出場おめでとう！　度会エンペラーズ
国際親善試合に髙橋さん出場

全国大会 出場おめでとう！　度会エンペラーズ
国際親善試合に髙橋さん出場

20広
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去る３月１９日、中川小学校の６年生１５人

と一之瀬小学校の６年生１４人は、卒業記念に

アマゴの稚魚を、それぞれ宮川と一之瀬川へ放

流しました。

この稚魚は、昨年１２月に町商工会から贈ら

れた卵を、６年生が成長のようすを観察しなが

ら、餌やりや温度管理などを行い、この日まで

大切に育てました。

雨の降る中、子どもたちは体長５㎝ほどに成

長した稚魚に「大きく育って帰ってきてね」と

言葉をかけながら流れに放っていました。

卒業記念に

アマゴの放流
卒業記念に

アマゴの放流

PHOTO GALLERY

Nice day
Nice shotフォト 

ギャラリー 

去る２月２４日、内城田小学校体育館で第４回中日新聞社杯度会町婦人バレーボール大会が開催されました。
大会結果
優　勝　ラブリー　　準優勝　ソフトリー
３　位　リバース　　４　位　マミーズ

去る２月２１日、役場大会議室で、麻布大学獣

医学部動物応用科学科動物行動管理学研究室の江

口祐輔先生を講師に迎え、『敵を知って被害を防

ぐ』と題した獣害対策講演会が開催されました。

出席した１５５人の皆さんは、敵であるイノシ

シやサルの生態、行動などを私たちが理解するこ

とで、人や農作物などへの被害を防ぐことが可能

であるという説明を受けたり、有効的な獣害防止

用のネットの見本を実際に見たりして、熱心に耳

を傾けていました。

敵を知って
被害を防ぐ

敵を知って
被害を防ぐ

中日新聞社杯
 町婦人バレーボール大会

ラブリーが優勝

中日新聞社杯
 町婦人バレーボール大会

ラブリーが優勝

一 之 瀬 小 学 校

中 川 小 学 校

21 広
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Minamiise High School
Communication
Minamiise High School
Communication

南伊勢高校 度会校舎通信南伊勢高校 度会校舎通信

２年生総合学習発表会
２月１５日、視聴覚教室で２年生の総合学習発表会が行われました。

『ケアハウス彩幸』『棚橋保育所』『度会特別支援学校』『社会福祉協議会』『陶芸』
『手話』の６つのグループが、この１年間の学習のまとめとして、交流のようす
や内容、学んだこと、感想などを発表しました。パソコン（パワーポイント）を
使っての発表で準備も大変でしたが、どのグループも写真やイラストなどを用い
て発表の仕方に趣向や工夫が凝らしてあり、その内容がよくわかりました。

グループごとに特徴がよく出ていましたが、『手話』グループは歌にあわせて手話をする手話ソング『勇気１００％』
と『負けないで』の２曲を披露しました。
「最初は緊張したけれど体験できて良かった」「楽しくできた」「交流、体験したことによって気付いたことや分かっ

たことがあった」「このグループを選択して良かった」などの感想が述べられました。

南伊勢高等学校度会校舎卒業証書授与式
３月３日、体育館で南伊勢高等学校度会校舎の第２回卒業証書授与式が行われ、

５９人の卒業生が巣立っていきました。式に先立ち、保護者の皆さんには、思い
出の写真をプロジェクターで見ていただき、卒業生の３年間の成長と足跡をた
どっていただきました。

卒業生の堂々とした入場から始まり、一
人ひとりに校長先生から卒業証書が手渡さ
れました。卒業生は緊張しながらも晴れや

かな顔で卒業証書を受け取りました。来賓の皆さんからは、温かい心のこもった
祝辞を、在校生からは思い出と感謝の気持ちを込めた送辞が送られました。これ
に対して卒業生は、在校生へのお願いや保護者を始めとしてお世話になった人々
への感謝の気持ち、将来に向けての新たな決意などを述べました。     

最後に全員でそれぞれの思いを込めて、今年の卒業式歌「道」を
歌い、卒業生はたくさんの人々に見守られ、拍手で祝福を受けなが
ら退場しました。卒業式は落ち着きのある厳粛な雰囲気の中で行わ
れ、感動的な式となりました。

卒業生は希望に胸を膨らませて新しい道へ進んでいきましたが、
度会校舎での３年間を礎に、それぞれの道でこれからもがんばって
欲しいと思います。

また２月２９日には、卒業式に先立って、３年間がんばった証と
して皆勤賞と精勤賞の表彰式や同窓会の入会式が行われました。

同窓会入会式では、同窓会長より歓迎の言葉をいただき、卒業生
の代表が入会のあいさつとして「誓いの言葉」を述べました。

図書館開放予定日
度会校舎図書館は、次の日程で地域の皆さんに開放しています。

vol. ₃₅

４月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
× × ○ ○ ×

6 7 8 9 10 11 12
× × × ○ ○ ○ ×
13 14 15 16 17 18 19
× × ○ ○ ○ ○ ×
20 21 22 23 24 25 26
× ○ ○ × ○ ○ ×
27 28 29 30
× ○ × ○

○：午前９時～午後５時開放　　×：地域開放日ではありません
◦開放日は会議や出張などで変更することがありますので、ご了
承ください。
◦ホームページにて度会校舎図書館のようすをお知らせしています。
　http://www.mie-c.ed.jp/hwatar/tosyo/H18_tosyokan.html

手話ソングを披露

卒業証書が一人ひとりの手に

卒業証書授与式
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お知らせ 
INFORMATION 

4 
April 

危険物取扱者試験

▶試 験 日　６月２２日（日）
▶試験会場　皇學館大学
▶試験種類　乙種（全種）と丙種試験
▶申込期間　４月１８日（金）～３０日（水）
※願書は、伊勢市消防本部、各分署・出張所にあります。

予備講習会

▶開催日時　５月１６日（金）午前９時～午後５時
▶開催場所　伊勢市観光文化会館
▶科 目　乙種第４類
▶定 員　１００人
▶受 講 料　４，０００円
▶申込期間　４月２１日（月）～５月９日（金）
※申込書は、伊勢市消防本部予防課にあります。
▶問 合 先　伊勢市消防本部予防課（☎２５−１２６３）

危険物取扱者試験（前期）と
予備講習会を開催

三重県共有デジタル地図は、三重県および全市町が共
同で作成する県内全域の地図で、行政の事務事業やイン
ターネットＧＩＳなど広く利用できる地図です。

デジタル地図の作成には、あらかじめ航空機で撮影し
た写真を使って、歩道などの公道から周辺状況の目視確
認や、道路幅員を計測するといった現地確認が必要とな
ります。

町内全域において、委託業者による現地確認作業が４
月中旬ごろから実施されますので、皆さまのご理解とご
協力をお願いします。
▶問 合 先　役場政策調整室（☎６２−２４２３）

デジタル地図の現地調査を実施

▶開催日時　４月２４日（木）、５月２２日（木）、６月
１９日（木）午後１時～３時

▶開催場所　県伊勢庁舎ヘルスサポート室
▶内 容　専門医・保健師による個人面接相談（要予

約）
※相談は無料で、秘密は堅く守られます。
▶予約・問合先　伊勢保健福祉事務所地域保健課
　　　　　　　　（☎２７−５１４８）

町民の皆さんに、町中央公民館をより一層ご利用いた
だきやすくするため、４月１日から土曜日の昼間を開館
します。

どうぞ、ご利用ください。
▶問 合 先　町中央公民館（☎６２−１５８８）または

町教育委員会事務局（☎６２−２４２２）

町中央公民館 土曜日を開館

こころの健康相談を開催

わが家のエンジェル大募集！
　５月以降に満１歳を迎える子どもさんの写真を募集しています。
▷問合先　役場総務課（☎６２−１１１１）23 広
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3歳６か月児
健 診

保　健　情　報

●問い合わせは、役場福祉保健課（☎�2−1112）まで●

５月１日（木）
受付：午後０時３０分～
　　　０時４５分
場所：町保健センター
対象：平成１６年９・１０月
生まれのお子さん

※口座振替日は、４月２８日
（月）です。預貯金残高の確認
をお願いします。

▶開催日時
４月１１日（金）・２５日（金）
午前１０時～午後４時

▶開催場所
役場１階 第１会議室

▶申込・問合先
役場福祉保健課（☎６２−２４
１３）または伊勢・度会地区障
害者相談支援センター『ブレス』

（☎２０−６５２５）

障害者相談支援センター
『ブレス』巡回相談

シリーズ 

今夜の夕食 今夜の夕食 

今月は、おもてなし料理です。れんこん
のシャキッとした歯ざわりに、あなごのほ
わっとしたまろやかさ。もうすぐ春を思わ
せる一品です。
心をこめて、丁寧に作ってみてください。

度会町食生活改善推進協議会

おもてなし料理　焼きあなごとれんこんの混ぜご飯

❶ご飯を炊く。フライパンで錦糸卵を作る。
❷あなごの白焼きは、ひたひたの水で煮、かば焼きのたれをからめ、
１㎝幅に切る。

❸れんこんは皮をむき、縦半分に切ってから薄切りにし、水につけ
てアクを抜き、水けをよく切る。絹さやは筋を取り、塩を少々加
えた熱湯でサッとゆで、斜めせん切りにしておく。

❹なべに、だしとれんこんを入れて火にかけ、煮立ったら弱火にし
て４～５分間煮、Ａで調味する。

❺煮汁が半量くらいになったら、②のあなごを入れ、一煮立ちさせ
てから火を止める。

❻ボウルにご飯を入れて、⑤を汁ごと加え、サックリと混ぜる。
❼器に盛り、錦糸卵と絹さやをあしらい、いりごま、粉山椒をふる。

材料（４人分）
米	 ２カップ
卵	 １個
あなごの白焼き	 １５０ｇ
かば焼きのたれ	 大さじ２
れんこん	 ８０ｇ
絹さや	 ３０ｇ
塩	 少々

だし	 ２分の１カップ
　　しょうゆ	 大さじ２
Ａ　さとう	 大さじ２
　　みりん	 大さじ２分の１
いりごま（白）　　大さじ２
粉山椒	 適量

作
り
方

固 定 資 産 税　第１期

４月の町税

５月２１日（水）
受付：午後１時１０分～１時３０分
場所：町保健センター
対象：◦　２か月児健診　平成２０年３月生まれのお子さん

◦　７か月児健診　平成１９年１０月生まれのお子さん
◦１２か月児健診　平成１９年５月生まれのお子さん

育 児 相 談
（保健相談）

５月２日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０～６歳までお子さん

乳 児 健 診

2�広
報わたらい（№ 513）



おくやみ

おめでた 

２月中に届出のあった方	（敬称略）

 子の名前 保護者名 字名
大西　瑠

る

璃
り

華
か

 基規 棚　橋
山北　由

ゆ

芽
め

 隆彦 平　生
竹内　音

おと

風
か

 英生 棚　橋
山北　毅

たか

尚
ひさ

 敏昭 平　生

２月中に届出のあった方	（敬称略）
 名　前 年齢 字名
橋本　せ  ７９ 中之郷
今ヶ瀬美代子 ７４ 立　花
橋本　眞次 ９３ 日　向
尾崎　正治 ７３ 大野木
中井　襄 ７５ 麻加江
北村　すへの ９４ 長　原
山本　勝三 ６３ 棚　橋
刀根　ちよ ８６ 下久具
山北　さつの ９３ 平　生
鳥羽　秀次郎 ９１ 平　生
登　　義雄 ８１ 大野木
西岡　ミス ７６ 和井野

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp

▶問合先
総務省地上デジタルテレビジョン
放送受信相談センター
（☎０５７０－０７－０１０１）

子育て支援情報

地元産の新鮮な野菜
やお茶、花苗、手作り
お菓子などを販売して
います。

バザールわたらい産直市

▷開催日時　４月２０日（日）、５月４日（日）午前９時～１１時
▷開催場所　宮リバー度会パーク バザールわたらい
▷問 合 先　役場産業建設課（☎６２−２４１２）

●問い合わせは、町地域交流センター（☎�3−00�0）
　または役場福祉保健課（☎�2−1112）まで●

遊・友・YOUくらぶ
５月１４日（水）

《ひよこグループ》
５月１５日（木）

《うさぎグループ》
時間：午前１０時～正午ごろ
場所：町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放
毎週火・金曜日
（４月６日（日）まで休み）
時間：午前１０時～正午
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていない
　　　お子さん

地区巡回広場わたぼうし
５月　８日（木）

一之瀬公民館
５月２２日（木）
麻加江生活改善センター

時間：午前１０時～
　　　１１時３０分ごろ
内容：保育士による手遊び、
　　　自由遊びなど
対象：保育所に行っていない
　　　お子さん

創作活動室開放
（自由に遊んでいただけます）

月～金曜日
時間：午前９時３０分～
　　　午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていない
　　　お子さん

平成23年
７月24日までに
地上アナログテレビ
放送は終了します

2� 広
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広報 わ
た
ら
い

今年、成人を迎え、夢や希望に満ちあふれる高橋
明寛さん。
現在、自動車整備の仕事をしている高橋さんは、「ま

だまだ未熟ですが、がんばって立派な整備士になり
たい」と日々がんばっています。

★休日は
車が好きなので、ドライブに行くことが多いで
す。あとは友だちと遊んだりしています。

★趣味は
ドライブです。朝、晴れの日とかは山道を走る
とすごい気持ちいいですね。とくに度会の道は気
持ちいいです。

★子どものころは
一之瀬は自然豊かで、小学生のときは、毎日、
川で泳いだり、自然とたわむれていました。

★将来の夢は
まだ自動車整備士の資格を持っていないので、
時間はかかると思うけど、あきらめないで、がん
ばって資格を取り、立派な整備士になりたいです。

★度会町の好きなところは
やっぱり自然ですね。度会町にいると、すごく
心が落ち着きます。

★今後、町に望むことは
あんまり信号は作らないでください。

今 月 の 表 紙

一
日
一
歩

度会町

町 の う ご き
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広
報
わ
た
ら
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は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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４
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
広
報
の

担
当
者
が
変
わ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
取
材
や
原
稿
に
追
わ
れ
る
日
々
を
乗

り
切
れ
た
の
は
、「
毎
月
、
広
報
み
と
る
よ
」「
お

ば
ち
ゃ
ん
、
写
真
と
っ
て
」
な
ど
の
、
た
く
さ
ん

の
方
た
ち
の
温
か
い
声
援
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
輝
く
度
会
町
を
お
知
ら
せ
す
る
『
広

報
わ
た
ら
い
』
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人　口	 男　４, ４２７	（－１２）	出生　　５
女　４, ７４４	（－ ５）	死亡　１３
計　９, １７１	（－１７）	転入　　８
世帯数２, ７５５	（± ０）	転出　１７

平成２０年２月２９日現在
(　 ) 内は前月比

去る３月１９日、町内各小学校で、最後の卒業式
が行われました。
卒業生は校長先生から一人ひとり卒業証書を受け
取り、仲間とともに学び、過ごした６年間の思い出
を胸に、恩師や在校生たちに見送られながら、学校
をあとにしました。
卒業おめでとうございます。

高
た か

　橋
は し

　明
あ き

　寛
ひ ろ

 さん
（市 場）20歳◦AB型

こ
の
広
報
誌
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

かがや 
びと

わたらい人人
No.
70輝け輝け

a Person of Shining Watarai 


